
を超える国民健康保険税の引き下げに全力をあげることを約束し、村民

のみなさんに支持を訴えました。 
 候補者が少なく投票率が８０％を下まわるなどの中で、前回より３１

票減らしたものの４６７票を得て高位当選を果たしました。最下位当選

は、法定得票数１０２票を２２票上回っ 
た角田しげる氏でした。 

林幸司新村議は、「公約実現に今後と 
も全力で頑張る。」と述べました。 

の生活支援の拡充」と「国保税の引き下げ」、景気対策として「住宅リフ

ォーム助成制度」などを要望しました。また、少子高齢化の進展の中で、

「保育料の引き下げや児童館の設置」などの子育て支援、「いじめ、不登

校、学級崩壊などへの対策の強化」など子どもたちへの支援や「バス路

線の充実」、「７０歳以上の医療費の無料化」、「介護保険による利用者へ

の支援」など高齢者支援などを要望しました。 
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日本共産党沼田市議団の井之

川博幸、大東宣之両市議は、１１

月３０日、星野已喜雄沼田市長と

津久井勲沼田市教育長に、５２項

目の新年度予算に関する要望書

を提出しました。 
今回の要望書は、厳しい不況の

中で、「官製ワーキングプアの改

善と公契約制度の制定」や「派遣

切り対策の強化と生活保護など 

 １１月２８日投票で行な

われた昭和村議会選挙は少

数激戦の中で、日本共産党

の林幸司候補が第３位で７

期目の当選を果たしまし

た。林候補は選挙戦の中で、

沼田市の５倍も高いゴミ指 
定袋の値下げと所得の１割 

 １２月７日から１２月市議会が始ります。一般質問は、９日、１０日

の予定です。議案については、指定管理者の指定や沼田市過疎地域自立                 

促進計画の策定について、一般会計、特別会計などの補

正予算が審議されます。 
 注目されるのは、先日の国会で子宮頸がんなど３ワク

チンの接種をするための国の助成金が確定したことを

受けて、市が実施するかどうかです。新婦人や社保協な

どが要求しています。  

 

 

当選し万歳をする林候補と支援者のみなさん

提出された来年度予算要望書 

１．農業問題について 
ア．本市農業の保護と振興について 
①政府がすすめようよしているＴＰＰ（環太平洋戦略的経済連携協定）が実施さ

れた場合の本市における農業への影響額についておよびどのような見解をもっ

ているのか。 

②本市における農業振興計画および農業振興基本条例などの策定についておよ

びそれを現場ですすめる機関の設置を 

２．学校教育について 
ア．子どもたちをめぐる問題の解消について 

①本市におけるいじめ・不登校・暴力行為・学級崩壊の現状と原因についておよび

その対策について 

イ.ゆたかな給食について 
①自校方式の導入を ②調理業務民間委託の中止を ③給食費の無料化を 


